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生命
い の ち

を生み出す母親は 生命
い の ち

を育て 生命
い の ち

を守ることをのぞみます 

 

 
 

 

 

  詩人 

  詩人 

 

 

●保育室あります。 
●参加券(200 円)当日あります。 

連絡先 tel.048-478-2229(市瀬)  048-479-3406(酒井) 

 

「明日の自由を守る若手弁護士の会」
「（あすわか）」共同代表 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分 科 会 13:00~ 

 分科会名  助言者 

１ 

 

甲田 由香 

(新座市学童保育の会) 

渡辺真由美 

(小学校教員) 

久米 宏樹 

(中学校教員) 

 

２ 
 

前田 正人 
 

医療生協 

(老健施設さんとめ職員) 

３ 

 

斎藤美紀子 

(辺野古キャンプ 

シュワプゲート前 
スタッフ) 

黒澤いつき プロフィール  

東北大学法科大学院修了。2009

年弁護士登録。第１子妊娠を機に

弁護士登録を外し、しばし母親業

に専念。2013 年１月「明日の自

由を守る若手弁護士の会」設立。

共同代表。 

近著に「憲法カフェへようこそ」

（2016年、かもがわ出版、共著）、

「あきらめることをあきらめた

71 年目のデモクラシー」（2016

年、かもがわ出版、対談）、「私に

とっての憲法」（2017 年、岩波

書店、共著）がある。 

 

 

1945 年、ヒロシマ・ナガサキの被爆に続き、1954 年のビキニ水爆実験で三たび死の灰の犠牲者を

出した日本の母親たちが、「子どもたちを核戦争から守ろう」と原水爆禁止の運動を始めました。 

この声は平塚らいてうたちにより世界に伝えられ、世界母親大会がスイスのローザンヌで開かれまし

た。日本代表を送り出すため、1955 年、東京で第１回日本母親大会が開催されました。 

それから 62 年、「生命を生み出す母親は…」のスローガンのもとに、多くの団体・個人が毎年母親

大会に集まり、問題を話し合い、行動をすすめています。 

地域実行委員(個人名は略)  子どもの問題連絡会 保育園保護者連絡会 新座市教職員組合 新座市職員

労働組合 さいたまコープ委員会 新座の自然とくらしを守る市民の会 埼玉土建新座支部 新座民主商工

会 新日本婦人の会 新座市学童保育の会 性と子育てを考える会 年金者組合 医療生協 埼高教 民教 

大会は母親だけでな

く、父親、若もの、高

齢者など、女も男も、

誰もが参加できます。 

 


